
平成 30年度 第 10回一般社団法人三重県作業療法士会定例理事会議事録 

日時：平成 31年 2月 8日（金）19:30～20:50 

場所：鈴鹿厚生病院 

出席者：佐藤明俊、松本周二、宮坂裕之、石崎健、島崎博也、上西徹、牧野有華 

（以上理事） 

書記：野口佑太 

部長・委員長・報告者・ブロック長：北川知宏（作業療法推進部）、 

熊谷ちほり（発達支援作業療法推進委員会） 

 

＜協議事項＞ 

１．地域リハビリテーション部より  

 ・訪問リハビリテーション協会主催研修会（会計処理の件） 

  ⇒事務局から 

  今回は三重県訪問リハビリ協議会主催として運営。赤字になった時にどのように対応

するか。赤字分を PT・OT・STの各県士会で補填する（補填割合は検討）。会計処理は

事務局から補填とする。 

保留 

２．委員推薦について  

 ・四日市市障害者介護給付審査会委員推薦について  

大塚美奈子氏 

 ・津市障害者介護給付費等の支給に関する審査委員会推薦について  

橋本年代氏 

 ・度会町介護給付審査会委員推薦について   

中林容子氏 

 ・松阪市介護給付審査会推薦について    

田中一彦氏 

承認 

 

３．後援について  

 ・第 15回呼吸療法セミナー後援依頼 

承認 

 

４．財務部より 

 ・次年度予算について 

  次回の拡大理事会で最終報告を行う。 

保留 

 



 

５．三重県立子ども心身発達医療センターからの肢体不自由児に関わるアンケート  

  アンケートに協力する 

承認 

 

６．総会に関して（スケジュール）  

9：00～9：30（新入会員）・9：30～10：00（会員） 

    9：30～9：50新人オリエンテーション（概要） 

    10：00～11：00 勉強会 （視聴覚室・レセプションルーム） 

    11：10～12:40総会・選挙 

    12：50～14：20懇親会（新人オリエンテーション・各部局のインフォメーション） 

    14：30～15：00撤収作業 

  ※2会場で勉強会を行う。時間は 60分とする予定。 

保留 

７．発達支援作業療法推進委員会より 

・学童からのコンサルテーションについて 

   長島中部学童保育から年間 3回程度のコンサルテーションの依頼あり。 

早川氏を推薦する。 

承認 

 

＜報告事項＞ 

１．作業療法啓発部より 

「志摩ロードパーティハーフマラソン 2019」 

日時：平成 31年 4月 21日（日） 8:00頃～15:00頃 

場所：志摩スペイン村 

内容：マラソン前の準備体操としてリハレンジャー体操実施 

   マラソンゴール地点での受け入れに協力 

実行委員：南勢ブロック会員を中心に 7名募集 

 

２．三重県作業療法学会委員会より 

  学会誌は白黒で 800部作成、平成 31年 2月 14日に発送準備を行う。 

  県士会会員と県庁、関係諸団体に発送する。 

   

３．教育部より 

１）第 3回現職者共通研修 

日時：平成 31年 1月 27日（日） 

場所：県立こころの医療センター 



内容：（１）事例検討 

      （２）事例報告 

講師：福井麻貴 氏 

参加者数：25名 

２）生涯教育手帳の管理は新システムの導入の遅れにより１年間の延期となる。 

   ただ新システムに使用するパソコン、バーコードリーダー、WiFiルーターは士会に 

送付される 

2020年 4月から正式運用を予定。実際の運用方法については教育部で検討する。 

 

４．三重とこわか国体・三重とこわか大会実行委員会より 

日時：平成 31年 2月 5日（火） 10:30〜12:00 

場所：三重県勤労者福祉会館にて開催 

内容：第１回 全国障害者スポーツ大会専門委員会 

昨年までは準備委員会として活動し、開催 2年前から専門委員会として活動新規委

員として 20名が加わる。開催会場も決定し、会場のバリアフリーの確認、整備が今後

進んでいく会場市町は、東員町、四日市市、鈴鹿市、津市、松阪市、伊勢市、志摩市、

明和町、紀北町の９箇所になっている。 

コンディショニングに関しては、他の医療関係団体とも協議し、どの会場に配置す

るか今後検討するとのこと。 

 

５．平成 30年度第 3 回 47 都道府県委員会 

日時：平成 31 年 2 月 2 日（土）～3 日（日） 

場所：東京 TKP 市ヶ谷カンファレンスセンター 

内容：平成 31 年重点活動項目 地域 OT 支援・組織強化・精神科 WG モデル事業成果報告 

参加者：田中会長、北川作業療法推進部長 

 ※・研修会の eラーニング化を随時進めていく 

・臨床実習指導者の養成について、国が定めた制度であるため、非会員についても受

講可能とする方針。資料費は 1,000円で統一とする。参加費は各県士会で検討。 

  ・組織強化の取り組み紹介等 

 

６．財務部より 

 ・会計報告 活動が終了した部局は提出 

 ・残金と領収書の回収について 

  

７．日本作業療法協会からの災害訓練について 

 ・本日、訓練を実施 

 



８．発達支援作業療法推進委員会より 

  ・桑名市の学童でのコンサルテーションを行っている。 

  ・松阪市議会の議員より学童コンサルテーションについての問い合わせあり 

   

 

次回理事会日程            日時：平成 31年 3月 17日（日）9:00～ 

             場所：鈴鹿厚生病院 


